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電力不足に伴い発ノ 画は近時非常に清流とな

り､その製作の一端を担う日

これに応じて顕著になって来た｡すなわち一戦後笹

新らしぐ受託せるものほ､水力関係のみで既に

300,000kVAを突破し､火力を合わせれば実に

378,665kVAとなる｡(昭和26年8月末調

水力関係のみでみれば､ の社各の後 正式引合に

よる全発話量に対して､日立の受託量ほkVAに

おいて約47%､台数から見て42ヲ右になり､輸

出を含む全量に対してほ57ヲ石と云う､日本の発電機の

全生産量の大 を製作して菜､文 つつある現状であ

る｡このことは独力によって築き上げた古い経験と､た

ゆまざる研究と努力による優秀な技術の

不可能なことである｡

今ここに26年皮の

付なくしては

坑を振り返えって､上記のすぐ

れた生産と製品の跡をたどってみたいゥ

(り 尭成せるもの 第l表は1951年中に工場で完成

したものであって､ 台数15台､総出力132,650kVA

第1図

Fig.]･

蘭越発電所納7,000kVA傘型発電櫻

7,000kVA Urrl･brella Type Alternator

forIミangoshiP.S■

である｡以下これらの製品について特殊な点を述べてみ

よう.｡

蘭越の発

の発

機は本邦においてほじめて設置された傘型

て､既に本誌上にその詳細は紹介されて

いる如ぐ1)､推力軸受を分解することなく発電機の分陰

が可能であり､回転子の重心の近くに案内軸受をおき､

機械の安定をよくしたり､或ほ叉推力酬受の調整を外部

からなし得るような椚造とした点

もよく生かす多くの斬新な考

第1表 昭和26年完成発電機-→覧

Tablel.Table of Alternators Completedin1951

発i発電所名

中 国｣電 力

関 西 乍民 力

北海道電力

ブ ラ ジ ル

北 電 力

関 西 儀 力

北海道電力

東 北 電 力

アルゼンチン

新湯村

新 庄

蘭 越

マ カ ブ

滑･択沼

成 出

漁 川

滝 淵

エスカバ

､八一
‥-

(kVAう

5,000

4,500

7,000

3,750
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1,000
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電 圧

(Ⅴ)
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､傘型機の特性を最
をとり入れ､組立､保守

等の面から非常にすぐ

れた構造としたもの

で､棲めて 秀な成置

をおさめたものであ

る｡現在各 力会社等

で計画されているもの

には､傘型機を採用し

得るものが非常に多･

く､この先鞭をつけし

かもすぐれた構造を持=

つ木方式の傘型機は､

傘型級のあり方に対し

て縫々の指針を与えた
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論 第34巻 第1戎

第2図 固定子昇降装置

Fig.2･StatorLifting Device

ものである｡第1図ほ組立完成せる木機である｡

沼沢沼発電所は渇水期の電力飢 を火力に代って救う

ベく､劃期的な計酬こよる揚水式発電所であって､渇水

期に発電し､豊水期にほ系統の余剰電力によって､発電

機を21,000kWの同期電動機としてポンプを駆動し､

沼の天然貯水池へ揚水するものである｡この発電所ほ我

欝4図 戌出発電所納19,500kVA交流発電横

Fig.4･19,500kVA Alternator for Narude P.S.

国最大容量の記録品であるのみならず､世界においても

屈指の大容量揚水式発電所である｡この発

機は日立の水草､発

所用の発電

機､ポンプと一貫した綜合技術の

偉力を遺憾なく発揮した最もよい例であって､各部の設

計上の困難を完全に克服してほじめてこの記録的製品を

完成し得たもので､特に発電所の起重機の容量を極力き

りつめ､且水車及びポンプを分解することなく､両磯に

挟まれた発電機を分解することが出来るように､特殊な

電動装置を応用して､固定子を持ち上げる方法を用い

た｡第2図はこの装置を示す｡叉30tの推力を受けし

かも3機の直結による24mにも及ぷ長軸に対して､自

動調心可竃巳な特殊な推力軸受付軸誓軸受を用い､推力

軸受には 整ボルトによって隙間を容易に調整出来る

第3図

Fig..3.

沼沢再発電所納23,000kVA交流発電横

23,000kVA Alternator forNumazawa-

numa P.S.

方法を採用した｡叉ポンプと発 機の直結を短時間で

容易に切り離し或は接続出来るように､バーリングギ

ヤと特殊な油圧装置とを用いたこと等､幾多の苦心が

払われた傑作である(2J｡第3図は工場試験の発電機で

ある｡

成出発電所の発電機の1号機は久野脇発 所の2号

機の移設晶で､これほ風洞及び空気冷却器等を新製し

既に現地の組立も完成Lた｡今回更に2号機を受託し

温度上昇には旧規格を採用し､捲線等の設計を 更し

たのであるが､外形､寸法等は1号磯と全く同一とな

るように設計したもので､第4図ほ本機を示す｡

ブラジル･マカブ発電所納の発電機は容量こそ小さ

いが､戦後日本からほじめて輸出された発電機とし

て､記録さるべきものである｡本機ほ既に戦争中に2台

を納入し､発電設備の少いブラジルにおいて､この2台

の発電機の完成は国をあげて待望されていたもので､最

ー

ナ

一
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第5図

Fig.5.

マカブ発電所の試運転

TrialRunningin Macabli

P.S.

第6図 ニ ス カ バ発電所模型

Fig.6.Modelof Foundations and

Machines for EscabaP.S.

近好 l
l 転に入った｡第5図は試運転当時の盛況を

元すものである｡これとほぼ時を同じくして増設の1台

が工場で完成した｡

更にアルゼンチン･エスカバ発 発の納所

完成した｡これほ日本より輸出された発

畳のもので､ブラジル同様発

電機3台が

隣中の最大容

設備の少い国に対して､

本機の完成ほ非常に期待されているものである｡第6図

はアルゼンチンへ持参した基礎及び践器酉己置の模型であ

(2)製作中のもの 現在製作中のものに台湾の天冷発

電所納の発 機がある｡これは受諾決定より7ケ月で工

場完成すると云う短納期のもので､これは前に東北

の鳴子発電所に納めた発 接が受話決定より4ケ月で工

場完成する快記録を樹立した例と共に､28,500kVA,

11,000V,60亡b､400r.p.m.の発 戌を7ケ月で完成

することは､正に前例のない驚異的なもので､納期の厳

守を期して目下鋭意製作中で､予定通りの完成の見通し

もついている｡

小千谷発

電機は既に8

所(一日称山辺発電所)納の28,00CkVA発

成好もと台2りよ月 裡に営業運転に入り

優秀な成績をおさめた日立の誇る優秀槻であるが､更に

増設の が台l 文決定製作中で､既納のものと同一設

にて､種々の斬らしい考案をとり入れたものである｡叉

久能脇発 所用二号機も己納戦時規格品と異り､すべて

新しい現在の規格並に設計で製作が始められた｡

叉新潟県庁三両川発 所納の発電機18,00〔kVA,11,

000V,5つ仁b､300r.p.m.2台ほ県 係中の最大容量

のものであって､改良型のセグメント式軸受を採用した

もので､近く完.成する予定である｡

力､柳河原発 所の発 機はⅥrE社製にして､

シャフト頂部のネジによって仝推力を支指しているため

このネジに疲労が起り､危険に頻したもので､最小の改

造によって､安全な最大の効果をねらった特殊な改造方

式をとつたものである｡既に1,2号機の改造を終り､

好評を博したが(-8)､今回最後の3号機の改造部畠の製作

を完了し､現地加工を待つばかりとなつ七いる｡更に同
力の須原発 所の2号発電機も同社製のものむこ

して､矢張りネジ部に疲労が起り､軸受の関係のため櫛

河原式の改造が行えず､かなり大改造となるが､同時に

励磁磯の製作も行い､瞳々の面から検討して景小の改造

部品で､最大の効果の上るような設計として鋭意製作中

である｡

(3)技術の成果 以上の如く各直の発電機に対して､

記録的なもの或ほ斬らい､特殊の設計を要するもの等の

大部分は日立が証文を受け､常にその最先端を進んでい

る形であって､これらのすべてが好成賃を収めているの

は､蓄 された実力による優秀な技純忙韮くものであ

る｡この技術の成果は既に紹介されたものもあるが､こ

こに戦後新らしく 得又は申請中の特許或は新案の主な

るものを綜托してみると､

(王)改良型のセグメント式軸受(4)の採用によつて､推

力軸受を外部から調整可能としたこと｡(新 381437)

本案は傘型機において特にその効果が大きい○

(ii)速度及び振動等の点からの不利を避けた第7図

の如き高速度大ノ青畳掛こ対するセグメント式軸受｡(新

築中請中)

(iii)傘型機において推力軸受を分解することなく､

､･-■=
機を分解し得る構造(1)｡(新案申請中)

(iv)発 機の冷却効果を大きくするため､回転子の

径の大なる発

加工と

掛こ対して､ヨ→-クセグメントの簡単な

み方とによる回転子中央部の通風孔の設置(5J｡

(新案379〕47)この方式ほ非常に重要な問題であって､
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第7図 高速度大容蒐横用上部セグメン′ト軸受

Fig.7･Upper SE･gmentaIB三aringfor High

Speed Lニrge C3paCity Machine

立

二大容量践に対してほ非常に大きい効果がある｡

(Ⅴ)建屋の高さを逓減するため､回転子を吊る場合

の揚程を小さくするような起

改良構造(5ノ｡(特 185472)

機のシ㌧-ブ及びフックの

(Vi)抽庄を利用して回転子を浮かせ､軸の振れの調

整を行う方法又は直流電塀を利用して電気的に極めて倍

で廻す方法等により起重機を発

るに足る容量ですむ如くした装置｡

機回転子の重量を吊

申請中)

(vii)注水消火に対して､噴射式と噴霧式とを混用し

て､如何なる場合にも消火を有効ならしめた装乱(新

案377487)

(Viii)ブレーキシ三-の粉末の飛散による固定子通風

孔のつまり等をなぐする防塵装置｡(新案36794〕)

(ix)横軸において推力軸受を抱え込み､これを軸引

衝撃電圧用保護膜

欝8図 撃電圧に対するコロナシールド詳細

F-g･8･Corona ShieldforImpulse Volt之ge

評 論 第34 第1鼻莞

軸受と共に一つの対ミ面座で支え､自動詞心を可能とした

推力軸受付軸頸ヨ軸受(2J｡(新 367940)

(Ⅹ)竪軸キングスペソ←式推力軸受の調整方式を利

用した横型推力軸受の軸受隙間調整の装置｡(新案申請

中)の如きものがある｡その他構造上改良されたものは

非常に多い｡

(Ⅹi)固定子線輪の進歩 発 機の生命である固定子

の線輪に対してほ､特に各種の試験並に研究を行い､故

障の絶無を期している｡即ち固定子線輪の絶縁は､近時

衝 汲に対する研究が進み､その詳細が漸次明かになる

iこ伴い､衝j 入に対しては､十分に安全なる様､

層問の絶縁を特に強化し､更に使用される絶縁材料に対

しても､十分な考慮がはらわれ､極めて優れた成賃を修

めるを得た｡即ち真空圧入用コムパウンドの如きは､従

来の'ものに比し､軟化焦高く､そして高温時に於ける損

失角の小さなものが使用され､文対地鐘 絶縁となるベ

き部分に使用される接着ワニスも同様､接着力の れた

特廉ワニスを使用された｡叉コムパウンド真空処理､及

びワニス焼付法等に一段と改良を加えると共に､コロナ

防止を ねた｡鉄心端部の階段的ワニス処理(新案380

345)によって､商用周汲に於ける耐圧値は勿論､衝撃

投による場合の耐圧値も､著しく向上を見､好成置を納

社)て
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菊地:日

菊地､長尾

参 考 数 献

33,7.,(昭26-7)

､(昭27-4)予定
大和田､菊地

菊地:日評､

高木･､菊地:

戦後の発

日評､33,2,129,(昭26-2)

33,10,(昭26-10)

日評､33,6,445,(昭26-6)

火力設備関係交流発電機

A.C.Generators for Steam

Powe王･Plants

磯の日立の受 生産量は既に378,665kVA

iこ達し､日本の生産量の半分以上を製作して来たのであ

るが､火力関係の発 機は発註量自体が かであ

るため､能力に応ずるだけのものが得られず､充分の実

力を発揮する機会に恵まれない

から見れば遥かに飛

があるが､戦役の実績

した生産量に増加した｡

印度マズラ発電所用ターボ発 機､12,500kVA,11,

000V,5〕㌔,3,000r･p･m･1台が完成し､既に現地据

付中であるc本磯は火力における日本の海外進出の最大

宕量磯でもある｡太機の回転子は単一鋼塊の鍛造品から

製作したものである｡又非敵性鋼の保持環にほ高い強度

を必要とすると共に､鍛造ほ勿論鋼塊を得ること自身非

常に因襲が伴い､従来外国より入手する以外に満足なも

■

＼＼

′

J
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に於ける目立技術の成果

箪9図 マズラ発電所納12,500kVAターボ発穏機

F二g.9･12,500kVA TurbQ-Generator for Madula P･S･

のが得られなかったのであるが､本機には日工場で鋼塊

から鍛造まで一 して行い､抗張力120kg/mm2,降伏

点95kg/m皿2,仲13ヲ石,衝撃値(シヤルビ←)11･2

kg一叫Cm2,と云う極めて優秀な非磁性銅が得られた｡

第9図は工場試験中の本機である｡

叉製作中のものにほ､川崎製鉄納､15,625kVA,11,

000V,60qプ,3,600r.p.m.,2台､常陸セメント納､

6,250kVA,3,15〇Ⅴ,50㌔,3,000r･p･nl∵1台､宇

部嘗達納､1,875kVA,3,300V,60Eb,3,600r･p･m･,

1台等がある｡川崎製鉄のター∵ポ

の回転子を採用Lた｡

筒北海道炭贋清水沢発

機にも叉単一･鋼塊

所納31,250kVAターボ発

機及び豊国セメント納6,250kVA タ←ボ発電機用予備

円転子各一本を製作､既に 水沢の回転子は完成した〔⊃

第2図はスロット加工中の回転子である｡両者共

塊の回転子である｡文中国 力坂発

一鋼

所納BB〇社製

15,625kVA発電機の回転子をほじめその他若干の回転

子を解体､完全な修理を宝酎那引こ行った｡

一方米国においてはタ←ボ発 機に水素冷却方式が広

第10図

F▲g.10.

清水沢発電所納予備回転子(機械加工中)

Spare Rotor for Shimizusawa P.S.

(Under Machining)

35

く用いられているが､かくあるべき将

跡え備に来

試作ターボ発

を進めて来た｡

月ミ 力花畑変

前より 2,500kVAの

機によって種々の研究

これらの成果により東

所の調相磯に水素冷却

方式を月九､て出力の増加をはかり成功

した｡これは我国で始めての水素冷却

機と 用商てし もたつ入に転 のであ

る｡太機は既設の15,000kVA,11,

000V,50㌔,750r.p.m.の調和機に

耐爆かミ←を設け､水素冷却により

20,000kVAに出力の増加をほかった

もので､最初から水素冷却機として設計を進めたものと

異り､カバrが非常に尤大になり程々の困難を伴ったが

これらを完全に克服し､5月に現地作

に完了し､
1

も終り､各種の

転に入った｡水素ガスの

箱絡も水電解槽により自動的に行い､純度計等の保護計

器には斬新なものを用いて非常に優秀性を発 した｡水

素冷却機の生命とするこれらの計器類が優秀なことは他

めて同一晶を採用している点からも実証されてい

る｡これらによって水素冷却機に先鞭がつけられ､その

安全性或は高能 等が実証されたことはタ←ボ発 機の

今後の方向に多大の貴重な資料を与えたもので､各方面

の注目を引いたものである｡

以上の如く斬らしい設計等に対しては､火力､水力を

問わず実績の示す通り常に先端を行く状態であって､こ

れほたえざる研究と豊富な技術の 積によるもので､

今筏､益々発暴飛蹴することが期待されている｡

直 流 発 電 機

D.C.Generators

回転増幅機(ETD)

回転増幅機として最も大切なことは増幅 が大きく､

時間的遅れが少く､機械の信瀬性が大きい事である｡H

TDは増幅 極めて大きく､ 度高く､比国定子の界

磁アンペアターンの操作により自動制御作用を行わせる

ものであるから普通の発電機と位相上は大して異るとこ

ろがなく､信頼性が大きい｡特に直流機の生命たる整流

については絶対に安全で瞬間的過負荷に対しても何等心

配ない｡昭和

ものを製作し､

納入先

八幡 鉄KK

三井鉱山KK

26年度ほ既 のものを含め下記

極めて好成琵を得た｡

4,000kWイルグナー急速励磁

720kW巻上機速度調整

用途の
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第11図 電圧 自 動制御方式結棟図

F.g.11.Connection Diどgr2m Of Automここtic

Voltこge ControICircuct

850kW同期電動機力 制御 2kW

円本炭鉱KK 250kW巻上機速度調整

東北電力KK 交流発電機自動 圧調整

0.5kW

O.5kW

夫々の試験成績の概要についてほ既に述べたが､本

i･【=王二`ン使用することにより自動制御の精度､及び速応度を

_L昇せしめることが出来るだけでなく､制御装置及び配
電悠が極めて簡単となり､従 歴々用いられた継電器を

佐用する方式にくらべ数分の一となる｡而も

であることは実 に依り確めることが出来た｡

交流発電機の自動

頼性が大

圧調整は第11図の接続により行

っている｡図に於て励磁凝の界磁コイルは自励界磁コイ

ル及びHTD一によって励磁される他励磁コイルを有して

いる｡

検出回路は可飽和リアクトルと不飽和リアクトルから

J或り､両リアクトルは電圧 流特性が交流発 撰の定格

電圧で交叉するようになっている｡夫々の電流を整流し

交流蔑電流

三条出部電洗

〟rβ電圧

励灘擁電圧

その

の

論 第34巻 第1丑宅

流の差に比例した値をHTDに導くため､発電隊

圧が定格値の時ほ両リアクトルの電流は等しく

HTD には 圧が発生しないが発

臭ってくると､一方のリアクトルの

圧が宕柏値と_

流が大となり

HTDに再生電流が流れ､電圧が正負何れかに発生し､

励磁環､の励磁を強め､叉ほ弱め､交流発電機電圧を一一

定に保つものである｡第】2図は其の試験結果を示した_

ものである｡

水喜発電機用励磁凝

最近水軍発 紗特に発 機でほ全体の能率を高めるこ

と全体の据付高さを詰めて建舎高さを低くすることが要二

求される｡従って中小容量莞

電圧複巻励磁磯とし､発

機で､従 は励磁磯を定

機界磁に抵抗を椿入する場合

にも最近ほ主励磁磯､副励磁機を設けて励磁損失を少く

し､又は､励磁梼を特殊設計とし励磁概の界磁制御によ

り励磁を弱めること､或いは､10,000kVA以下の発乍邑

機ではアクチエェ←タ一発電機を省略して励磁機を複汲

発電機とする｡昭和26年に納入したものの内北海道電.

力株式会社蘭越発電所納80kW220V167r.p.m.竪

第13図 7JkW

Fig.13.7JkW

塑励磁礫ほ極めて低

ダンピングトランス

亀流

交流磯電圧

節12図 電圧 自 動制御 オ ツ シ ロ グ ラ ム

Fig.12･Oscillogram of Automatie Voltage ControI

ターボ発電機用励磁機

Exciter for TurbJ-Generator

庄迄安定に出せるよう特殊設計し

て､発電楔励磁層流の調整ほ励磁撥の界磁

調整によることとした｡関西

流の

力株式会社新庄発;

電所納35kWllOV600r･p･m･竪塑励磁麟は

副励磁機】kWを備え､且これを複流発電機とし

た｡何れも極めて好成績が得られた｡

ターボ発電機用励磁慧

タ←ボ発 機用励磁撲の最近の ､五和傾 副励一

磁機を共通軸上に設けて長さ方向を短くし､且励

磁横間の直結に基づく事故を少くし､外面にほ実

装鋼板製カノを附して体裁をよくしている｡昭和

■

′

J
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26年度納入印度マゾラ発電所向70kW220二V3,000r.

p･m･励磁機は上記傾向を取入れ製作したもので､高速

度であるので整流子はシュリンクリングを附し､バネ板

を挿入し温度による仲に起因する応力を防ぐ等､機械的

度を充分にし､特に振動に対し考嵐を払い､整流に対

して ま 帯形状､巻線節､刷子及び刷子保持器等の

設計に細心の注意が払われている｡筒本機ほBS規格､

印度規格によるものである｡

琶 動

Eleetric Motors

機

相誘導電動機

3-phaseInduction Motors

昭和26年に於ける三相誘導 動機ほ､製鉄工 用､

鉱山炭坑用､紡織磯用､化学工業用に､叉電源開発ダム

設用の土木機械用に各環容量のものが多数製作され

た｡この内八幡製鉄所納分塊圧延機用イルグナ一変流機

の3,000kⅥ7誘導

であった｡

圧延機用誘導機

動機は出力に於て､終戦後の記録品

八幡製鉄所納3,000kW誘導電動機

本機は分塊圧延機用 4,000kW 直流 動機の

2×2,250kWイルグナ一変流機に用いられるもので､仕

様､性餞は次の通りである-〕

仕様 3,000kW 6,300V 60`も 514r.p.ロ..

型式 EFBDL～DRQ

性能 効率96% 力 88% 最大トルク250%

第15図 八幡製鉄所納 フ ラ イ ホ イ ル

Fig.15･Flywheelfor YawataIron Works

B囁絶縁､温度上昇限度 500C

過負荷容量 25%2時間100%1分間

本磯の特長として次の点がある｡

1)固定子 回転子共完全なB種絶縁を施したこと｡

圧延機用として過負荷容量を充分持たせるため､ガ

ラス繊維とマイカを主絶縁材料とし､一耐熱耐湿のワ

ニスにて処理し完全なB桂絶縁にした｡

2)閉鎖風道循環型を採用したこと｡

製鉄所の魔境多き所に裾付けられるので､完全な閉

鎖型とし､空気清浄機にて清浄された空気を送風機

により風道を経て機内に導入し､本機を冷却した後

再び排気風道より室外に放出する方式にした｡

3)軸受は礁制給油方式を採間し油環を併用したこと

第14図 八幡製鉄所納3,000kW誘導電動機

F癌.14.3,000kWInduction Motor for Yawata

Iron Works

第16図

Fig.16.

イ/レグナ一変流磯用電動始動装置

Barr盲ng Gear Set forIlgner

Convertor
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これで軸受温度ほ極めて低く､給油装置の停止時も

油環にて支障なく運転出来る｡

4)集電環部分も閉鎖型としたこと｡

環にも魔境が附着せぎる様閉鎖型とし､下部よ

り､清浄な空気を吹入れ集電環カバーの上部より室

内に放出する構造にした｡-

5)抜手は軸と一体で打出し接手にしたこと｡

直流発電機との技手は軸を鍛造して軸と一体に製作

されたものである｡

同上用フライホイルほ鍛銅品SF-55で製作し､極め

て強度が高い｡仕様寸法は次の通りである｡

仕様 努力135,000HP-3eC.GD2295T-M2.

寸法 外径3,570Ⅰ¶廿n 厚570mtn

同上用始動装置は主磯の点検時に約3r.p.m.程度に

回転させる装置で､30kW誘導 動機､ウオーム減速装

置とピニオンより成り､フライホイルと 2,25〕kW直流

発 横間の接手に設けられた歯車に噛込ませて運転する

ものである｡各部構造は鋼材を熔接したもので如何なる

衝撃力lこも耐えられる極めて頑丈なものである｡

その他圧延機用 動機としてほは26年産も下記

のものが製作された｡これ等の 絶ののも 料ほすべて

B種絶縁l･こてガラス蔵経とマイカを主絶縁とし､

二重ガラス巻線を使用した｡.

第17図 圧延機用800HP誘導電動機

Fig.17.800HPInduction Motor forRolling

Mill

新大同異鍋納2,000Ⅰ壬P誘導電動段

仕様 2,000HP 3,150V 60㌔ 514r･p･m･

型式 SBD-DR

本機は線材ミル用で既設1,5つOHPと取換えるため､

その台床の上にそのまま据付けることの出来るもので

ある｡

淀川製鋼所納1,500HP誘導 動機

仕様1,500IiP 3,300V 60㌔ 200r,p.m.

型式 FF‡iD-DR.

本機は薄板ミル用で既納1,500IiPと各部互換性を有

し､しかも強制通風方式にし､室外より清浄な空気を

送風機により送り込み､冷却した後室内へ放出する方

式を採用した｡

東京鋼鉄納8DOHP誘導電導磯

仕様 800HP 3,000V 5つ凸ロ 500r.p.m.

型式 SB包D-ERI.

本機ほ帯鋼四段三重ミル用でロ=-ブ駆動のものでFr･一

ブ駆動としての記録晶である｡

ケーブル起重機用誘導電動機

電源開発等のダム建設工事に必要なケーブル起重機の

巻上装置は常時､全負荷(バケツに云ンクリ←ト満載)

弟18図 ケーブル起重機用

Fig.18.250kWInduction

Crane

250kW誘導電動機

Motor for Cable

全速巻下げて､軽負荷(空バケツ)全速巻上げを行うも

ので､その起動停止時iこは精巧な速度制御を必要とす

る｡

この巻下時の速度制御方式として主誘導電動機と小型

助誘導

動を与え､

動機を直結し､主電動機に直流励磁の発電制

補助電動機に 動回転力を与えて速度制御を

なす方式が用いられた｡

この方式を用いて巻下時の速度制御を極めて確実に停

止前充分低速に落して運転することが出来るので､遠方

操作でも安全である｡この方式を用いたものに下記のも

のがある｡

新潟県三面川ダム納9tケーブル起重機用誘導電動機

仕様 250kW 400V 50㌔,750r･p･n･

型式 EFtトDR.

同上補助電動機

仕様 20kⅥ7 400V 50ニフ 375r･p･nl･

型式 ECl-DRl,

建設省物部川ダ､ム納9tケーブル起重機用誘導

仕様125kW.440V 60亡フ ァ20r.p.m.

型式 FFU-DR.

動擬

･■

/r
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同上補助電動機

仕様15kW.440V 60中ロ 450r.p.m.

型式 ECl-DRlち

岡山県旭川ダム納4.5tケーブル起重機用誘導

仕様 75kW 440V 60qワ ァ20r.p.m.

型式 EFU-DR.

同上補助電動機

仕様 7.5kW 440V 60⊂b 450r.p.m.

型式 ECl-DRl｡

■大容皐高速籠形誘導電動機

送風機等を駆動する2 大容量誘導 動機ほ起動時､

第20医I

pig.20.

350kW2趣､藷形誘導電動機

350kW2-pOIe Caga Rotor

Induction Motor

.回転エネルギ⊥が回転子導体に宝豆時間に消費されるため
導体が一時高い温度になり､この熱による膨脹収縮の異

常な力により､回転子導体が切断される恐れがあったが

最近の2極籠形誘導電動機は次の方式を採用し､導体切

豊新の事故の心配がなくなった｡

1)二重籠形にしたこと｡

これは従来より行われていたものであるが､没落形で

ほ起動時導体の浅部に るため環部と深部に

温度差を生じ､これにより熱応力が生ずるが､二重籠形

では導体内の温度差は殆どない｡

2)上郡導体ほ熱容量の大きい熱膨脹量の少い材質を

用いたこと｡

起動時ほ上郡導体に殆ど電流が集中するが､発生熱量

ほ回転エネルギ⊥が要らない限り変らないので､熱容

量を大きくして､温度上昇を抑へ､又熱膨脹量の出来

るだけ小さい材料を用い各部に歪カが生じない様にし

た｡

3)エンドリングは上部導体､下部導体別々に設け､

適当な温度で祖付けしたこと｡

これにより上部導体下部導体､に温度差が生じても､

二凸ゝ
/大＼/

l
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第19●囲 高速 形誘導電動機断面図

F短.19･SectionalView of High SpeLed

Cag∋RotorInduction~Motor

上下間自由に伸縮出来る｡

4)端部に非磁性特殊鋼のプロテクトリングを設けた

こと｡

エンドリングは起動時大電流が流れ､外周方向に膨脹

しようとするが､このプロテクトリングで押えること

､又万一導体とエンドリングの鎖付がはがれて
も導体が固定子巻線に接触せぎる様な保護装置ともな

る｡

5)回転子通風を出

回転子鉄心､導体､

るだけ良好ならしめること｡

エンドリソグの通風は出来るだけ

有効ならしめ､冷却を充分なし得る様にした｡

固定子巻線は起動時大きな電流が永く流れる場合､磁

気力にて端部が動揺して相聞又は層問絶縁を害すことが

あるが､最近のものはエナメル又はビニrルホルマール

ニ重綿巻線を用いて層間絶縁を強化し､叉巻線端部支持

環を頑固のものとし支持環と巻線聞及び各巻線間の固定

方法も極めて強由なものにして､動揺しない様にしてあ
る｡

上記方式を採用したもので代表的なものに下記仕様の

ものがある｡

三井鉱山納250kⅥr誘導電動機

仕様 250kW.3,000V.5〕cb 3,000r.p.m.

型式 EFU-ⅩⅩ.

神岡鉱業納350kW誘導電動機

350kW.2,080V.60qロ 3,600r.p.m.

型式 EFULLEⅨ.

その他40kWより200kWまで冬容量につき 2極

軍形誘導

れた｡

動機は全て上記方式が採用されて続々製作さ

ターボ冷1兼職用誘導電動機

前年に引続きターボ冷凍機用2極巻線形誘導電動機が

多数製作された｡この内全閉内冷型のものと､閉鎖型で

消音器付のものとある｡
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第21図

Fig.21.

全閉内冷型誘導電動機

Totally Enclosed WateトCooIed

Forced AiトCirculated Type

Induction Motor

全閉内冷塾ほ固定子枠にも水を通し冷却と消晋に役立

させ､台床内に水冷空気冷却器を設け､ 動幾の自己フ

アンにて冷却風を循環せしめるものである｡

閉鎖型のものは､通風孔をブラケット上部に設け､極

めて消雪効率の高い消音器を取付けた｡その結果消音器

のない場合の嗅膏85フォンが65フォンに下った｡

･これ等の代表的のものに下記のものがある｡
宇治電ビル納200HP誘導電動機

仕様 200Ⅰ王P 3,300V.60凸フ 3,600r･p･m･

型式 TFⅣ-CIミⅠ.(全閉内冷型)

南海 鉄ビル納500HP誘導電動機

仕様 500HP 3,300V.60年プ 3,600r.p.m.

型式 EFUL-DY.(閉鎖型消雪器付)

勧業蟹行納170HP誘導電動機

仕様170HP 3,300V 50年フ 3,000r.p.m.

型式 EFtしCRI(閉鎖型消胃器付)

自動チルチングテーブル用電動機

木電動機は 板の圧延作業用自動チルチングテーブル

に使用される特殊三相籠型誘導電動機である｡第22図

は本機の外観であってい次に示すような仕様をもってい

る｡

主 動機

出 力

型 式

定 格

電 圧

4kW

TO-1ぐK

連 続'■~

200/220V

通風用電動機

0.5kW

TOY-K

連 続

200/220V

第22図 自動チルチングテーブル用電動樺

Fig.22.Automatic Tiltir】g Table Motor

周波数 50/60年プ 50/60qロ

極 数 16 16

本電動機ほ高頻度に耐えるように設計され次に示すよ

うな特徴をもっている｡

(1)外被の構造は鉄粉その他の垂攻を匡方止するため

に完全な全閉構造としてある｡

(2)冷却方式は他冷却方式とするため0･5kW通風

用電動機を備えている｡従って主電動機の停止中も充分

冷却される｡

(3)固定子線輪には硝子被覆の 線を使用すると共

に､絶縁ワニスも耐熱ワニスを使用してあるため耐熱性

は完全である｡

(4)起動回転力及最大回転力は充分大きくとぅてあ

るため､起動制動に要する時間が短く圧延能率が高い｡

(5)小軸受部分はカードリツヂ型にしてあるので電

動機の分解に際しても軸受を露出することなく行える｡

紡織機用電動様

綿紡掛こ引続き､紡毛､スフ紡績等給ゆる紡績生産設

備の制限撤廃と､業界の好景気に､各紡績会社は挙げて

増錘計画を立てた｡之に伴って日立製作所も主要紡績会

社の殆んどから､多量の紡蹟用 動機の詳文を受け､26･

年度の紡置機用電動機の生産台数は25年度を遠かに上

廻る盛況であった｡その主要なものを述べれば

1･精紡機用 動機(Ring Spinning Motor)

26年皮製作した紡摂 動機の主力は､■精紡擬用電

動機で25年の数倍に達している｡衆知の如く紡績

工場に於ける電動費は､製品原価の大きな要素とな

っており､紡績工程申最も大きな電力を要する精紡

機に対してほ､特別に

塾とも称すべき

能高 要求され､超高能率

動機の要求が､大部分を占めた事

は､特筆すべき点である｡これ等 動機にほ､D鉄

板を用い焼鈍を行って､鉄損を減じ､軸受は､特別

厳選した転り軸受を用いて､機械担を減少せしめる.

＼

J
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等､聡ゆる考慮を払って､最高能 を示し好 を得

ている｡電動機の馬力は9～12,型式はSC-ⅩK又

はS-ⅩKが主であるが､閉鎖通風型電動機や全閉

外局 動機も多数製作され､極数も4極以外4極6

極の二段速窄も作られた｡

第23図は輸持用 TFC一正K精紡機用

る.-.

動機であ

第23図 精紡機 用 電動機

Fig.23.RLDg Spinning Motor

2･琉棉機用

硫桶機用

動機(Card Motor)

精紡機用ノ 動機に劣らず多量の註

文を受けた｡主に1.5HPの4極､6極､8極で能

共に高く､起動回転力ほ何れも300%以上の

優秀性能を示している｡

3･その他の紡置用電動機(Other Textile Motor)

練篠磯､ラップマシン,リーリングマシン等にはス

プリングサスペンション塾の要求が多く､各種冬型

のものを製作した｡第24図は鐘淵紡績株式会社へ

納めた1･5HP､6樋練篠磯用 動機である｡

第24図 練篠機用■電動機

Fig.24.Drawing Motor

4. ル【ム 動機(LooIn Motor)

ルーム電動機も国内冬紡績会社は勿論､ブラジル等

へも数百台を輸出､外貨獲得に一役を買った｡第25

図はブラジル向1HP8極TO-Kルーム

第25図 ′レーム電動機

F短.25･LooI屯Motor

あり､

動機で

機とギヤ←連結される為､嗅舌を極力少な

くする様､歯車は布入ベークライトで製作されてい

る｡綿織機用ルーム 動機で特筆すべきものは､新

光レーヨン株式会社に納入した｡･3/4HP8極TO

_K
ル【ム 動機で､D鉄板､P.Ⅴ.F.線を使用し

て損失の減少を図り､特むこ高能率､高力率､高トル

ク､に作られ好

毛織用ルーム

作られた｡

を得た｡

動機SO-EIHP 6極も文数百台

開放防滴塾三相誘導電動機

汎用籠形三相誘導 動機として第26図のような近代

的感覚を有するスマートで優美な新型が製作された0こ

の新型は 要家の御批判要望を取入れ､且永年の研究と

経鮫を綜合して設計製作されたもので特に性能､絶縁並

に機

がれこ

的構造に於て劃期的改良を施したものである｡叉

l しては徹底した流れ生産方式を採用し機

械設備ほ自動化専制ヒして生産能 成晶精度の向上を計

っている｡かくの如くして製作される新型の特長を述べ

れほ

(1)特性､姐掛･まJIS-C4201に依っているが､実

際の性能は遥かに親格値を上廻り全負荷附近のみならず

軽負御.こ於ける特性も又極めて良好に設計されている0

(2)起動特性､起動トルクはできるだけ大きくして

あり毒:い負荷や 圧低下の場合でも起動に支障を来さな

(3)温度上昇､温度上昇は親格値より違に低くなつ

ているので安心して使用出来充分過負荷に堪える0

(4)絶縁､絶縁材料は自家製で精選されたものを使
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弟26図 開放防備型三相誘導電動機

Fig･26･I)rip ProofOpenType

3-phaseInduction Motor

用し､絶縁処理ほ特に適切なる管理のもとに入念に作業

されているので絶縁耐力が高く湿度の高い時にも絶縁抵

抗の低下少く安心して使用出来る｡

(5)軸受 軸受部分ほ信蔑性の高い密封式を採用し

材質は特に厳逸したものを使用しているので負荷容量が

大きく永く使用しても磨耗しない｡更にその工作には独

特な方式を用いその構造と相倹って非常に寿命が永い｡

(6)工作精度 専用横､専用の浩二具を用いて精密

工作を行いリミットゲージ方式によっているので精度高

く文部晶の互換性が完全に保たれている｡

(7)外観 新塑ほ洗練された曲線美を有し優秀なる

塗装を施したもので斬新な外観を呈している｡

(8)何時でも間に合う 各琶のものを流れ作業に依

り多量生産を行っているので急な大量の要求にも即応す

ることが出来る｡

(9)坂扱いが容易 此琶汎周 動機ほ特に細部にわ

たって取扱いやすく且危険のないよう製作されている｡

(10)防滴構造 上方に開口のない防滴構造になって

いるので塵挨水滴に対しても保護され使用範囲が広い｡

(11)完全なる品質管理 絶ての工程に於て厳密なる

品質管理を実施しているので品質が均一であり信頼度が

極めて高い｡

球軸受付開放腸満型三相誘導電動轢

東電動機ほ上記の開放型電動機と全く同様であるが､

軸受に高級球軸受を採用しグリースの密封ほ完全に施さ

れているから給油の手数が省け移動に厘利であり取付方

向も任意を選ぶことが出来る0本電動機は紡蹟農事用等

の国内の需要に応じ得るとともに輸出用としても重要性

を増大しつつある｡新型ほ第27図の如きもので標準品

一＼

第27区r ヨ求軸受附開放防滴型三相誘導電動機

Fig･27･Drip ProofOpenType3-phase

Induction MotorwithBa11Bearings

(プレーンベアリング)のすべての特長をそのまま有して

おり取付方法も全く同一である｡倍電圧周理数ほ特に各

仕様のものを製作出来るようになっている｡

全閉外扇型三相誘導電動機

紡織鉱山化学工業等の諸機械の運転用として特にボー

ルベアリング入の全閉外扇型電動擬の新型が標準型とL

第28図

Fig.28.

仝閉外鼠型 相誘導電動機

Totally Enclosed Fan Cooled Type

3-phaseInduction Motor

て製作された｡此塾の電動擬ほ完全に閉鎖したフレーム

の外側を蛮力なフアンで冷却するもので 動機の保護は

完全で塵竣､水滴､腐蝕陸ガス等のある場所でも安心し

て使用出来る｡新型は特に優秀なる性能と耐蝕性､生産

の能率化を改良目的として設計されたもので､開放型と

同様､専用機を倭用し流れ生産方式を 用出来るように

なっている｡標準品として従来の全閉塑に比べ数段と優

秀性を増している｡新型の構造は斑械的に堅牢で外観ほ

第28図のような優美なもので､次に述べるような特長
J
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を有している｡

(1)温度上昇 多年の研究経験により特に有効なる

冷却方式を用いており温度上昇ほ極めて低い0

(2)電気的特性 特性ほJIS-C4201を採用してい

るが特に最大出九起動トルクが大で､能率､力率共に

極めて高い｡

(3)ポrルベアリング 精選したボールベアリング

を使用し､完全なる設計､工作を実施しており執受箱は

密封されているので寿命は頗る永く､信頼性が高いD

(4)耐蝕性 電動機各部には完全なる耐酸耐アルカ

リ処理を施し､又隔蝕され易い鉄板金網等を使用せず構

造材斜にも色々と考窟を私い耐蝕性の良いものに改良さ

れてある｡更にビニール被覆の口出線､ビニールブッシ

ュを採用しており給ゆる薬品iこ対し耐蝕性は極めて優秀

である｡

(5)絶縁 日立 動機の絶縁の良いことは既に知ら

れているが､本新型に於てほ特に色々と研究された絶

処理を実施しており､ビニ←ル被覆線等の使用と相供つ

て対湿特性は非常に良く絶縁耐力は極めて高い0

(6)軽量化､新型に於てほ鉄板銅線の重量の分配を

合理化しで性能を上昇せしめる一方､資材を節約して軽

量化を計り従来より製品重量は軽減されている｡

(7)端子箱､鋳鉄性の密閉した端子箱を備え､配線

も安全軋容易であり､特にコンヂソト配線も簡単に出来

るようになっている｡

日立全閉型加減速廣式三相誘導電動機

日立全閉型加滅速度式三相誘

ーンベアリング式のものが

動機は従来主にプレ

作されてきた｡然し最近に

いたりボ←ルベアリングの品質が向上すると共に顧客の

要望も増してきたので全面的にボ⊥ルベアリング付電動

機に移行した｡

本電動機ほ第29図に示すような外観であって次のよ

うな仕様のものが製作されている｡

出 力

型 式

定 格

周囲温度

電 圧

周汲数

極 数

2kW乃至40kW

TO.-DR

60Ⅰ丑in

400C

200/220V

50/60仁フ

6,8,10

本 動機は従来の経験から苛々改良され次のような持

徴をもっている｡

(1)軸受部分ほカートリアヂ型を採用して完全に客層

すると共に､防塵並にグリース流出を防ぐためにプリ

第29図 日立金閣型加減速度式三相誘導電動機

Fig.29･HitachiVariableSpeedThree-Phase

Induction Motorwith B31lor Roller

B≡arings

ガ←をつけてある｡負荷側にはローラーベアリング､

プレー割恥こほボールベアリングを使用し､安全

大きくとつてある｡

(2)刷子保持器は新設計とし､強固にして動作が安定

している｡

(3)ノ､ンドホールカバーを2偶に分割し､蝶番を使用

してあるため脱落紛失の憂がない｡

(4)特性は従来のものより著しく改善され､又温度上

昇も低くなっている｡

(5)全部60分定格としたので特殊な高使用率の用途

にも適している｡

珪素樹脂絶縁誘導電動機

珪素樹脂絶縁電動機の試作として､0･75kWl時間定

格のものを､固定子巻線を捲替え､珪素樹脂を用い1

k☆連続定格のものを製作した∴

電線は二重ガラス巻線を用い､これを珪素樹脂ワニス

にて処理し､スロット絶縁はガラスクロスを珪素鑑脂ワ

ニスにて処理したものを用いた｡

第30図

Fig.30.

珪素樹脂絶縁誘導電動機

Induction MotorInsulated

with Silicon Resin
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評 論

電動機全負荷時の温度上昇は固定子巻線で温度計法

1030C,抵抗法1460Cであった､この状態で10日間連

続運転したが､勿論全然異常が認められなかった｡叉そ

の後昼間全負荷夜間休止の運転を繰返し1ケ月続けた｡

この場合毎日運転開始前ほ絶縁抵抗30 メグオームであ

ったが､1時間運転後は2000 メグオーム以上になり､

絶縁の優秀さを示した｡

ポリビニール･フルマール線の電動機への応用

ポリビニール･フォルマ←ル線(P.Ⅴ.F.線)が電動

機の巻線に使用して､優秀な性能を示す事は､衆知の事

実であり､米国に於いてほ既に大分以前から､盛んに使

用されて来た｡日立に於いても叉非常に優秀なものが作

られこの特色を生かして､各方面の 動機に用いて好

を博している｡第37図はPVF線を用いた

部及びコイルである｡

動機の内

第31図 P.Ⅴ.F棟を用ひたコイルとスチーター

Fig.31.P.V.F.Wire Used for Coils and

Stator of the Motor

主な利用方面は次の通りである｡

1･紡績用電動機への応用

室内の湿度温度共に高い上に､高電圧配線(400V～

550V)が多く､ も高能率電動機を要求する紡績

工場には､耐湿特性良く､電動機スロット内のスペ

ースファクターの良い導線が望まれる｡P.Ⅴ._F線

ほこの条件に適合した理想的電線であり､新光レー

ヨン株式会社を始め各紡頃会社に納入した紡績用電

動機多数に利用して采た｡

2･耐酸 動機への利用

P.Ⅴ.F線の耐薬品性を利用し､建設省納､ 池室

換気扇電動機､その他の耐酸電動敷こ用いた｡

3･その他

その他コンデンサー電動櫻等､従来エナメル鯨を用

いて来た電動械にはこれをP.Ⅴ.F線に置換へ､大

いに活用して来た｡

押 上 機

押上壇は大別して

第34巻 第1芸虎

動機､-ポンプ､ピストンの要素か

らなっており､これらが極めて小型にまとめられてい

る0その動作ほ電動機によりポンプを運転し､油圧を発

生してピストンを押上げるよう

になっている｡従って電磁石の

ように過負荷で焼損するような

ことがない｡このため最近i･ま非

常ブレーキ､空気ブレーキに代

って多く使用されつつある｡

従来押上機の標準ほ 35kg.

50kg･75kg.125kg.25〇kg.

の5橿塀であったが､更に大型

のものが要求されてきたので第

32図に示すような500kg押上

機を製作した｡本機の仕様ほ次

の通りである｡

型一式 押上力 衝程

FX-S 500kg 350¶n¶n

電動機

1HP200.ノ220V50㌔

(註)ランナーを取替えるこ

とによって60こロにも使用出来る｡

欝32図 押上樟

Fig.32.Servolifter

単相誘導電動機

Simgle PhaseInductiom:Motors

友撥起動型単相誘導電動機

反逆起動型単相誘導 動機として第33図の如き新型

が製作された｡この新型ほ多年の経験により､旧型を種

々検討し製作されたもので､次のような特長を有してい

第33図

Fig.33.

反静起動単相誘導電動機

Three-Phase Repulsion Start

Induction Motor

＼

→/
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る｡

(1)全閉外扇型であるため如何なる場所に･も使用出来

る｡

(2)軸受はボールベアリ♪ングを使用してあるため電動

機の移動が容易で奉り､軋如何なる取付け方法とする

も使用出来る｡叉ボールベアリングは精選され寿命の

長いものを使用している｡

(3)整流装置 短絡装置は確実な動作と寿命に重点を

おいて設計製作されている｡

(4)特性はJIS-C4203によっているが､特に温度上

昇は低く､叉最大出力は大きいので電圧降下の場合に

も充分使用出来る｡

(5)取付寸法は今迄のT●F型KS式と同じく､JIS-C

4201を採用している｡

本電動機としてほ400W及750Wの2種類がある

が750Wは既に多数製作されて好評を得ている｡400Ⅵr

も引続いて襲作の予定になっている｡75〕Wの仕様ほ次

に示す通りである｡

出 力

型 式

定 格

電 圧

周技数

極 数

750W

TFO-KS.

連 続

100/200V.

50/60年,

4.

友樺モー タ

反撥起動単相誘導電動機(反駁モ←∵タ)は本来小さい

起動昔流で大きい起動トルクを出すことが持長であり､

乱立2つ01V反駁モータほこの点優秀な性能を有し､冷

蔵庫用､井戸ポンプ用､農事用その他の大きい起動トル

クを必要とする用途に広く使用されてきたが､26年6

月より標準型とLて量産に入った新型では更にこの

特性が改善されると共に他の

動

特性も向上し､また外観

も一段とスマートになり､これらの用 に一層通するも

のになった｡下記に新型の特長を記す｡.

(1)外観 第34図に元す如く､全体がスマートな

形になり､入念な塗粧を施してある｡寸法ほすべて協約

寸法(JIS 気4204枠番号 AS-1012A)によった｡

従って取付ほ従来型とも互換性を保っている｡

第34図

Fig.34.

200W反接起動単椚誘導電動機

200W Repulsion-Start Single-phase

Induction Motor

(2)構造 全閉外扇塾で通風方式､冷却用ファンの

配置､刷子保拍器の構造等は従来型と殆ど同様であるが

通風孔の形状､軸受部､整流子､短 置の構造等は改

良されたこ エンドカバーの取付にi･よ通しボルトを採用し

た｡

整流子短絡 臣 従来のものほ不注意な取扱によつ

ては解体する危険もあったが､新型のものは全金属

頑丈な構造になり､分解手入の際にも心配がない｡

で

軸受 軸受には特殊含油合金を使用し､然も下郡に

切欠をつけてここに渦を含ませたフェルトリングを接触

させて給油する方式をとった｡またJ垂壌の 入を防ぐ密

閉構造になっている｡

電気的構造部 固定子パンチングほk撥モータ独特

の塑を採用し､回転子パンチンダも新設計のものを使用

Lて特性を改善した｡また巻線にはどニールホルマール

線を採用Lた〕

(3)仕様 第2表に示す如く､100V/200V,50色ロ

～6D㌔共用である｡

小型モータの生産方式の改善

日立小型モータの生産には各機琶毎の専門工場を作り

各々機械加工から組立･試験･発送に至るまで一貫した

流れ作業方式をとっているが､特iこ昭和26年度より分

相モータ･反撥モータに対して実施した方式は下記に列

第2表 200W`反 撥 モ ー タ 仕 様 表

Tab-1e2.Ratings of200WRepulsion-Start Single-phaseInduction Motor

型
承
香

式
記
号

塑 定格 極致

∇9-3叫2叫叩~ⅩSi連続i41 l

電圧;電流(A)
同期速J笈

裸重畳

(Ⅴ) 5二=らコ琴6〕こ〇50仁っ 60こコ (kg)

100.5.3

200･2,6
1.500■1,800■ 19

記した特長を有し､生産量の

画期的増大をもたらすと共に

不良率を減少し､工完期間を

短縮し､品質の向上とコスト

の低減にも役立った｡

(1)機械設備の単能化を

徹底し､配列を合理化した
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(2)シュ ート台を活用して運搬員をなくし､停滞個

数を極度に減少した｡

(3)乾燥工程､予備検査工程を流れ作業の中に入れ

た｡

(4)塗装をコンベアー上で作業しうる様にした｡

同期電動機

Synehronons jⅦotors

昭和26年に於ける同期電動践は前年に引続き､鉱山

炭坑用及び製鉄工業吊圧縮機に用いられる同期電動機が

多数製作され､その他冷房用アンモニヤ圧縮機

期 動擬が多数 作された｡

転の同

叉三井鉱山田川鉱業所納720kWレオナード巻上籠に

使用した800kW同期電動機ほ新しい試みとして､自動

力率制御方式を 用した点で特筆すべきものである｡

同期電動機の自動力牽制御

同期電動機を大名量の巻上機､圧延機等負荷の甚だし

く変動するものに使用する場合､電動機の力率を自動制

御し､負荷の変動にかかわらず一定力 に併-たしめる

第35図

Fig.35.

レオナード巻上機周800kW同期電動機

800kW Synchronous Motor for Ward

Leonard System Controlled Electric

Winding Machine

過負荷時は励磁が強くなり､回転力を増大し充分な脱出

回転力を出さしめ､又回路のカ率調整も行うことが出来

る｡今回用いられた自動力率制御方式ほ､力率検出は主

回路の電圧と 流の両要素を措置リアクターに入れ､所

望の力率よりはずれた場合､その位相差を検出しH.T-.

D･にて増幅し､励磁機の界磁を制御して同期電動機の力

率を自動制御する方式である｡

木例のレオナード巻上機用同期 動機は1周期の半分

は定格出力以上､半分ほ定格出力以下の負荷がかかり､

これを進み力 8〕%に 整する様にした｡この方式を

用いた同期電動機の仕様は次の如くである｡

800kW同期 動機

仕様 8つOkW 3,000/3,300V 50/60c∇ 750/9〕0

評 論 第1既

第36図 アンモニヤ圧縮機用300IiP同期電動棟

Fig.36･3OOHP Synchronous Motor for

Ammonium Compressor

r･p･n･脱出回転力25ファ占 力

型式 SB-RD.

8つヲ∂

＼

一′/

力率制御の試験結果は次の如くで極めて優秀のもので

あったっ

負 荷 1/4 2/4 3′/4 4/4

力率制御した=整合 78!79 79.5 80

力率制御しない嬰合云27!52:69
80

5ノ′4;6/4

8こ).5 81

87;93

同期 動罵の脱出回転力は通常力率100ヲ扇のもので､

15つ%,力 80%のもので2JOヲ左程度であるが､巻上

機､圧延機等で250%以上要求される場合かあり､こ

の場合でも自動カ 制御を行えば通常の設計で充分要求

を潤すことが出来る｡

直流電一動機

D.C.jⅦotors

昭和26年は電動力応用設備の
▲要が増大し､特に速

圧制御の精密と適応性が要求される傾向が強くなった｡

ヨ立製作所においてほ､かねて鋭意研究中の回転増幅

機(HTD)による急速励磁方式を採用Lて､ワ←ドレオ

ナード､及びイルグナ←方式の真:価を遺憾なく

方面の要求に応ずる幾多の

揮し､

気設備を完成したが､殊

に製鋼､炭鉱方面の応用において､その容量のみならず

性能においても格段の進歩を げ輝しい成果を贅げた｡

中でも､八幡製鉄株式会社納二重逆転式分塊圧延用

4,000kW イルブナ一方式電気設備は､一昨年十月受註
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以来設計､製作の全能力を傾け僅か九ケ月の短期間を以

て完成し､しかも十分満足な成琵を収めた事は特筆さる

べきである｡

圧延礫用電動機

八幡 鉄株式会社納 二重逆転式分塊圧 機用

4,000kWイルグナ←セット

本設備は第一分現工場 950Inm二重逆転式分塊荘延

機用として使用され､4･2～4･7tインゴットより120～

3501nm角のブル←ムを1日1,300t圧 する能力を有

するもので､主要電気機器の仕様は次の通りである｡

1 仕

(1)4,000kⅥr圧延用主

出 力

型 式

動機

4,000kW連続

EFBL-SpKX

機子型

閉鎖他力通風

軸受強制油循環式

HTDによる急速励磁方式 補償コイ

圧

回転

回転力

ル付

0′～50r.p.m.

50～100r.p.吼

700V

常 用

常用最大

非常最大

電圧制御

界磁制御

78TノⅥ

175T-M(225%)

215T-M(275%)

(2)イルグナ一変流機

(a)2,25〕kW 直流発電機

出 力 2,250kW連続

型 式 EFBILrSpKK

磯子型

閉鎖他力通風

軸受強制油循環式

47

HT-Dによる急速励磁方式 補償コイJ

ル付

回転教 514r.p.m.

庄 700V

(b)3,000kW 三相誘導ノ

第37図

画g.37.

4,000kW圧延用主電動機

4,000kW D.C.MillMotor

埼｣･､二･:

Fig.38.

4,500kW イルグナ一変流磯

4,500kWIlgner Converter Set

出 力

型 式

動機

3,000kW 連続

EFBDL-DRQ

閉鎖他力通風

巻線撃
軸受強制洒循環式

回転数 514r.p.m▲ 60亡b

相

庄 6,300V

(c)蓄勢輪

蓄勢輪効果2951--M2

(135,000HPqsec)･,

(3)励磁磯設備

主 動機用励磁班 75kW 220V

1,200r.p.m.FCl-Sp

主発電機用励磁機 50kW 220V

l,20〕r.p.m.FCl-Sp

発電制動用励磁機 25kW 60V

l,200r.p.m.FBl→K恥

駆動用誘導電動機175kW 3300V

l,200r.p.m.EFU-KK》

(4)急速励磁用電動発電機

主電動機用HTD 2kWllOV

l,800r.p.m.FCITSp

主発 機用HTD 2kWllOV

l,800r.p●m.FCl-Sp

特殊励磁関

0.5/0･5kW llO/110V l,80C･J

r.p.m.FCl-Sp

定電圧直流発
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第39図 電 機 室 内 部 機 器 配 置 図

Fig.39r Arrェngement Diagr3Lm Of ElectricalEquipment

ウ

15kWll〇V l,800r.p.m.FCl-K

駆動開誘導電動機

125kW 200V l,800r.p.m,EFU-KKl

本設備の特徴

分塊堅延電動設備ほ電動力応用として使用条件の最も

苛酷なもので､特に 動機ほ激烈な衝撃負荷が数砂嵐こ

正道転と共に繰り返され､その都度全員荷電流の数訊こ

達する突入電流が流れるもので､これに対し良好な整流

作周を行い､且十分な機械的強度せ右する事はを論圧延

工場附近の鉄塵､湿気等の悪条件下において永年に亙i)

完全な絶縁を保つ必要があるc本設備において最も董卓

的に考讃しある点は､整流､機械自勺硬度及び制御方式で

あって､以上の 条件に対して高度の信頼性を持つほ

か､特記すべき幾多の特長を有するもので

ある｡即･ら設備全般の特長として､第一に

製品の特性に決定的影響をもたらす原材料

が畦素鋼板を除いてほ殆ど全部自家製晶で

鋳鋼､鍛造品､ノ 線､整流子片及び絶縁材料

等から刷子に至る道夫々厳重な検査に合格

した材料のみが使用されたこと､第二にこ

′の確大型厄流機として新機軸である閉鎖通
風方式としたことである｡即ち､室外の空

気を回転油膜式空気清浄機により清浄化し

た後､速風機で反整流子測より機内に吹き

込み整流子側より排気通路を経て室外に吐

出させる方式とし､通風用カバrは.第37図

及び第38図の様に整流子側を特に有携ガ

ラス製とし監視及び点枚に極めて使利にし

てある｡第39囲は機器全体の配置を示す｡

次に主機及び制御方式の特長について招

第34巻 第1量虎

介する｡

(1)4,000kⅥr圧延用主電動

機

(a) 擬子コイルほ､従来

の貢巻に均庄環を設けたも

のではこの部分に炭素粉や

軟塵が潜って絶縁がおびや

かされるほか､機械的堅牢

性に欠ける等の弱点があり

この頃 動機に点ける故障

原因になるので､本機には

重掟巻方式を 周し､全て

のコイルほ均宅環なしに完

全な均匡効果を持たせてあ

るから上述の欠陥ほ完全に

除去されている｡

〔b)電機子コ~ィルとライザーとの接続部は目立新案

方式により､コイル導体の端部を曲げて直線部にお

いてライザーと接続してあるからコイル接続部の絶

が完全になり､昆_コイルの通風を良好にし冷却効

呆を上げている｡

(c)

タンス

棋子キイルの捲紋ピッチは短節巻としリアク

圧の波形及び整流帯の帽を適当iこ選び整流

作用の改善を計ってある｡

(d)その他､大なる尖東員荷の際にも補極鉄心を磁

気的に未飽和に保つため特殊な形状とし､且電流急

~琴時に卑こすろ補極磁束の時間白勺連れを極少にするた
め補癒ライナ｢の動こ工夫を濁す等整韓件尉を良く

するため周到な考慮が基われてい右｡

弟40図 4,000kW主電動機の電鉄子樺心

Fig.40.Armature C〔〉re Of 4,000kW D.C.MillMotor

1′
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第42図

Fig.42.

4,000kW主電動機の電機子

CompleteArmatureof4,000kW

D.C.MillMotor

(亡)継鉄は鋼板熔接構造であるため､磁気回路は均

質となり､貢量は軽減され､しかも機械的強度は大

である｡

(f)補極コイルほ､砲金製の柄形金具にて頑強に鉄

心に取付け大 流によるコイルの変形を防止してあ

る｡

(g)軸受は日立独特の設計により静めて頑丈に作ら

れ､カラー式給油法を併用してあるから低速度にお

いても給油は完全である｡

(h)電機子のGD2を極力小さく設計した｡

以上の様に種々の改良を加え且つ製作技術上の豊富

な経験を生かして､複 機子塑よりも能率､価格の

点において憧れた単電機子型とする革に成功したも

のである｡

(2)2,25つkW直流発

(こ)2,250kW直流発 攫2台の自励差働直巻コイ

ルと他軌和働直巻コイルを交叉接続して負荷平衡を

ほかり並列運転する方式である｡冬コイルのアンペ

49フ

第41図 4,000kW主電動機の電機子軸

F料 41.Shaft of4,000kW D･.C.

MillMoto】･

アクト∴ンとその配置を適当に定めてあ

るから､発電機間の横坑は零 圧より

全電圧迄の蚤負荷電流において測定し

得ない程度に僅小であった｡

(b)本澤ほ容量と速度の点で､最高級

のもので､特に整流子は高 度におけ

る葡大な遠心力による整流子片の変形▼

を防ぐため特殊粁造とした｡

(C)急速励磁を行うため磁気回路を低

飽和に設計し､界磁コイルの時定数を

小さくした｡

整流試験の結果､刷子は日立興
GH-45

を使用して225%負荷 にて無火花であ

った｡本変流概の停止の際は励磁機により

誘導電動掛こ発電制動をかける方式である･

が万一停 等のため自然停止を行う場合に

おいても執受の給油ほ完全で軸受温度の上

らない事が試験により確められた｡

(3)励磁隣及びHTD

励磁機は夫々ロTDにより他励磁さ･

･れ､主電静陛及び発電扱を急速励磁する

ため眉上電圧を高く､界磁の時定数を極めて小さく設

箪43図 4,000kW主電動機の固定子

Fjg.43.Stator of4,1000kW D.C.M‖lMotor
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第44図 試験中

Fig.44.2,250kW

の2,250kW直流発電機

D･C･G∋neratOr on ShopTest

第45図 H.T.D.セット

蹴一方八幡製鉄柄御伽イJレクサー装置 あ
鯨合特性

Fig.45.H.T.I).Set

㍍rT】

王電動機醜数 ガ仰〝

第34巻 第1芸虎

大型機でほ界磁の時定数が大きいので

界磁制御を行っても発電擁電圧､又は､

動機速度ほ直ちにこれに追従し難い

ものである｡本設備はHTDによる

急速励磁方式により加減速度を十分高

くしてあるから最大の圧延能力を発揮

する事が出来る｡即ち主幹制御器の把

手を操作すると､接触器を通じて発電

機用HTDが励磁され50kW励磁機

を経て2,25CkW直流発電機2台の電

庄が急速に高められ､4,000kW主

動機は把手の位置に応じて0～50

r.p.m.の間に加速される｡50～100

r･p･m･の範囲に入ると発電機電圧一

定のまま主 動線吊HTD の励磁が

弱められ75kW励磁機を経て主電動

機の界磁が変り把手の位置に応じた速

度になる｡この間主幹制御器把手の操

作が早過ぎるとか殺しが大き過ぎると

かの原因により過大電流が流れると､

0･51【W特殊励磁機と HTD の巧妙

な組合せにより､自動的に電流を最大

許容値以下に制限する｡又､最大許容

値以下の 流においては内部抵抗

降下､及び､外部

ゆ鱒細細軸圃蜘馳朝晩鋤蜘附加帆頗融

惣野馳･晦触蜘㌶≠〟㌃〝入庫製鉄納劇雛〝イルクサー装置
綜合特性

■

甲r＼王¶噂膿子t正【 1 W-十一塊

_

第46図 主電軌横の加速試験オ ツ シ ロ グ ラ ム

Fig.46.Oscillcgram of MillMotor Acceralation Test

圧

源の影響による速

度偏差の補償を行い運転の巧

拙に拘らず柾めて円掛こ運転

が行われる｡ 主軌64第

動機の加速を示す｡オッシ′ロ

グラムである｡

第47図は4,000kⅥr主電

磯子の輸送の写真を京

巻上機用電動機

昭和26年度には炭坑開 上

機用として下記ワード･レオナ

ードセットを製作した｡

日:本炭鉱遠賀鉱業所納250kW

ワ㌧-ドレオナード･セット

本装置は坑外設置､人員昇降

計してあるoHT-Dについては別項を御参照願いたいっ 専用の｢段減速単胴複巻式巻上機用電気設備でその仕様

(4)制御方式 ほ次の通りである｡

可逆圧延設備ほ圧延能力を増大するために主電動機 巻上用電動機250kW ±600V ±400r.p.m.

の加淑速度ヨ‖こ反転速度を大にする辛が必要であるが FBl-SpKⅨ

ヽヽ
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第47図

Fig.47.

4,000kW主電動機電機子 の輸送

Transportation ofArmature of4,000kW

D.C.Mi11Motor,Loaded on SpecialTruck

第48医I

Fig.48･

250kW巻上 用 乍珪動機

2501こW D.C;Winder Motor.

弟49図 250kⅥrワードレオナー

Fig.49.250kW Ward Leonard

Motor嶋Gこ∋neratOr

ド方式電動発電機

System

主発電機 250kW ±600V 750ノ900

r.p.m.FCl-SpXK

同上 用誘導

主発

主

動機 25CkW 3,000V/

■3,300V 750/900r.p.m.

S-CI

機周励磁磯 5kWllOVl,500/

1,8つOr.p.m_ FCl-Sp

動機用励磁楼10kW■110V

l,500/1,800r.p,m･Fこ1-E

HT●D O.5kWllOllOVl,500ノ1,800

r.p.m.FCrSp

操作回路用直流発電機 0.5kW llOV

l,5叫1,800r.p･m･FCl-K

パイロ 発トヅ
0.3kWllOVl,500

r.p.m.CO-Sp

本装置はH′Ⅰ-Dを使用して所定の速度

節50図 HTDセット

Fig.50･HTD Set

一一時間曲線に基くプログラム･コントロ←ルを行い､又

磁気増幅器による電流制限を行う最新式の制御方式を使

用したもので､工場試験の結果極めて好成績を得た｡

HTDほ5kW励磁機を介して250kW発電機の励磁

電流を 化せしめ､ 上用電動機をプログラムコントP

←ルするものである｡使用
圧では飽和曲線と白励界磁

コイルの抵抗線ほ略一致せしめてある｡磁気回路ほ極め

て依飽和に設計してあり､特に制御上の 度をあげる為

残留磁気を少くし､適応性を高める為磁気回路の鉄板ほ

特殊処理を施してある｡主界磁コイルは白励界磁コイ

ル､制御界磁コイル､パイロット発

電動機の速度に比例した

機を介して 上用

圧を再生する再生コイル､電

流制限用コイル､乱調防止用コイル等より成っている｡

特に温度､周波数等の変動が制御作用に影響を及ぼさぬ

様忙考賓を払ってある｡.HTDは巻上機の速度が予定値

と異った場合､その差を増幅し急速に補償作用を行うか

ら巻上磯の速度は電源電圧､ 源周汲数､負荷､温度等
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の変化に無関係に予め定められたプログラム速度通りと

なる｡従 この頃の制御方式が､二巨回路 流の変化し

た時その電流要素により複巻作用を行わせて速度補償を

〃柑を億円すう時

/ 〟汐

負 荷 %

力′瑚を便吊し古い鴇

第51図 250kW電動機負荷匝転数曲線

Fig.51.Load Speed-CurveOf250kwMotor

第34巻 第1景虎

行う丈であったのに比し､劃期的な制御方式と云える.｡

第51囲ほ此の場合の負荷の 動に対する回転数の変化

を示す｡HT-Dを使用しない場合に比し非常に れてい

る事が明瞭に看取される｡又､ワードレオナード制御の

場合､励磁機､発電機回路には夫々相当のインダクタン

スがあるので､運転員のノ､こ/ドルの操作と主電敵機速度

の変化との間にほ1.5～4ノ秒程度の HT-D

を使用した場合は此のおくれを極めて小にヾする事が出来

る｡試験綽果でほ0,3～0.5砂であった｡本 置の電流

制限装置ほ磁気増幅器を使用するもので､バイア■ス電流

値を最大運転電流値に設定し､負荷回路電流が此の値以

上に増大すれば､その差を増幅しHT-D の

コイルに電流を流し､急速にHTDの

流制限用

圧を7げ､主発

機を介して､主回路電流値を制限するものである｡

三井炭鉱株式会社田川鉱業所納72〕kWワードレオナ

第52図 720kW巻上用直流電動機

Fig.52.720kW D.C.Winder Motor

第53図 850kW`直流発電樺

Fig.53.850kW D.C.Generator

トドセージト

これは石炭､ズリ､人員昇降用の直

結削両棲巻式巻上機用電気設備で､其

の仕様は次の通りである｡

巻上用

主発

動機 7201くW ±500V

30.6r.p.n.

FBIL-SpXX

850kW ±500V

750/900r.p･m.

FBユL-･SpKlく

同上用同期電動機 800kⅥr

3,000/3,300V

750/900r.p.m.

HTD 71/2kWllOV】,500/1,800

r.p.m.FBIL-SpKK

2kWllOVl,500/1,800

r.p.m.FCl-Sp

同期 動機用筋磁塀 20kWllqV

750/錮Or.p.m.FCl-Sp

操作電源及び主電動機励磁用発電機

35kWllOV 750/900r.p.m∴FCl-S

パイロット発

0.3】iW 44つVl,500r.p｣γ.FCl-K

本装置ほHTDを使用してプログラムコントロ

←ルを実施し､叉綴気増幅器により 流制限作間

を行わせ､叉HTDにより同期電動撰の力率自

動調整を行っているのが特長である｡.巻上用 動

機は常尉最大回転力2〕0%,非常最大回転力250

%に耐え､特に巻上機の特性上加速､全速､減速

逆転を繰り返し負荷側より大なる衝 を受けるも

のであるから､機械的､電気的に充分頑丈に作ら

▼

＼
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貸･54囲

Fig.54･

71ノ2kW HTダイナモセット

71/2kW HTD Set

れ､叉GD2を極力小さくする様に考

る｡特に導

二されてあ

部の構造は信頼性を第一として 作

されている｡例えば従来慶べ事故の原因となった

均庄環は 磯子コイルをオスカール巻とする蕃に

よって除き､その他電機子コイルとライザ一枝続

部 磯子鉄心部と整流子の取付等細部 造迄注意

が払われている｡発電機の励磁は7.5kWの

HTダイナモにより直接制御される｡

パイロット発電機は甘Tダイナモの再生界磁に

接続され､電動礫の速度に比例した電圧を供給す

るものであるが刷子の電圧降下が低速時の感度低

下を起さないように特笹考活を払い､電圧も440V

を採用した｡プログラムコントロ→-ルの試験成績

ほ極めて優秀で負荷の変動による回転数の変化は

第55図 プログラムコントロール試験のオツシログラム

■Fig.55･Oscillogramof
ProgramControIT8St

第56囲

アig.56.

自 動力率制御回路】妾続囲

Connection Diagram of Power

Factor ControICircuit

た電流をサイラトロンから得て

これを調整器に導く方法が取ら

れていたが､本装置のように炭

坑内に設置するものでは保守上サイラトロンを用いる蕃

は好ましくないので､第56図のように､PT及びCT

により､電圧電流要素を移相器を介して三脚変圧掛こ導

き､夫々の誘起電圧ベクトル差による電流を整流する事

により力率偏差に比例した電流をHTダイナモに導けば

HTダイナモの出力､即ち同期電動機の励磁は力率が所

負荷電流 r%)

〃♂

第57図

Fig.57･

力 率 調 整 試 験

Power Factor ControITesヒ
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定の値になる様に自動的に変化し所期の目的が遷せられ

る｡第57図ほその試験結果を示す｡本巻上棟は自動運

転可能の如く考慮され､其のプログラムコントロ㌧-ル装

流制限装置等は最高級の精度のものである｡

電鍵管熔接機用電気設備

本装置は小倉鋼管株式会社纏電縫管熔接機の熔接管移

動用の電動機及び其のワードレオナード電源たる発電機

で次の仕様である｡

動機 50kW 220V

発 機 60kW 220V

励磁機7.5klVllOV

誘導ノ

1,200r.p.m.EFC-Sp

l,200r.p.m.FC-Sp

】,2･〕O r.p.m.FCl-K

動機 75kW 3,000V l,2JO r.p.m.

EFU-ⅩK

凍装豊ほ熔接上の要求より､起動すればその電圧は急

速に上昇して電動機の週転を迅速に定速度に透せしめる

亭が必要であるので､その要求に応じ得る様に発 機励

磁コイル設計には特殊の考慮が払われてある｡熔接撰と

共に優秀な機能を発揮し､好評を博したものである｡

抄紙機用電気言受備

製紙工程､就中抄紙機では製品の流に従い､其の駆動

電動機の速度は微細な調整を必要とするものであるので

屡々ワードレオナード制御の直流 用いられる｡

昭和26年度にほ此の種の電気設備を多数製作したがそ

の主なものをあげれば次の通りである｡本機ほ大昭和製

紙株式会社納めのものである｡

a) 動機100HP220Vl,000r.p.m.FCBl-Sp

主同上用発電観 85kⅥr 22｣Vl,500r.p.m.

FC-Sp

b)電動機150HP220Vl.2OO r.p.m.FCBl-Sp

評 論 第34巻 第1既

同上用発電機125kW■ 22DVl,500r.p.m.

FC-Sp

C)電動機 75HP220V

同上用発

舟旨舶用電動機

第58ゝ図 370HP プ′ロワー電動機

Fig.58.370HP Blower Motor

機 65kW

FCl-SP

1,200r.p.m.EFC-Sp

220Vl,200r.p.m.

東日本重工業株式会社横浜造船所納 370HPスカベ

ンヂンダブロワー用電動機は1,000m3/min,1,250mTn

Aq両吸込型一段ターボブロワーと直結しサンペドロ丸

に装備されるものでその仕様ほ次の通りである｡

仕様

出 力 370モIP

型 式 EFtJCL-Ⅹ,ⅩK

閉鎖自己通風,強制油循環式

複巻補償コイル付)

回転数 2,500r･p･n･+5%～_-25% 界磁制御

回転力 TGゥN2

定 格 +5%～一25% 速度にて連続

保証能率 88%

瀕 絡 A.B.Rule(1949)N.X.Rule A.Ⅰ.E.E.

(1948)

圭本機は周囲温度5bOC,十5%速度にて連続運転を行い

温度上昇は規格以内で､実質的に出力430HPに相当

する｡高速度顔であるから温度上昇のため危険速度に達

せぬ様負荷と直結状態において､室温50Jめ冷状態より

室温400Cの熱状態の間の速度変動は10%以下に抑え

てある｡速度調整範囲は負荷と直結状態にて室温400C

熱状態にて-25%速度であり､この時風量750Ⅱ13/min

電動機の入力は140kW以下に裁定されている｡軸受iこ

ほ圧力スイッチを附して主回路とインターロックし､拍

庄1･5kg/CI112 にて主回路を閉じ1･Okg/cIn2で主回路

を開き軸受の過熱を保護する｡運転休止中は界磁コ

イルに電流を通し湿気による絶縁低下を防ぐ｡

子コイルは重改巻方式とし､刷子保持器は最近の研

究に成る高性能のものを採用した｡太器は性能試験

及び24時間連続運転試験において極めて優秀な成

績を収めた｡第58図ほ本電動機の外観である｡

回転変流機

RotaTy Convertors

直流電源設備としての回転変流機ほ信頼性の高い

事､力率が100%或は進力率にも出来る事､低電圧

おいても能率の良い事等優れた長所を持っており､

最近の水銀整流器の目覚しい発達にも拘らず今庸砥

r
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固たる地位を保っている｡目下製作中の日産化学工業株

式会社富山工場納､4,640kW回転変流機は種々の特長

を持つものである｡仕様ほ､直流 庄580～475V直流

電流8,000A周没数60凸口 回転数300r･p･m･定格連

続､全負荷能率96%で､起動方法は変圧器一次側Y→

△切換えによる交流側自己起動とし起動時油圧による

軸押上 置を備え､起動kVA80%以下､起動時間60

秒以下に計劃されている｡電機子コイル

問いて均圧コイルを不要とし､

班巻方式を

体とライザーと

の接続は日立新案方式としたので絶縁は完全で通風冷却

効果ほ良好である｡電機子には抵抗温度測憧用コイル､

砲金製滑動環刷子を設け運転中に電機子温度の測定を可

竃巳ならしめた｡測定用刷子は日立製鎌黒鉛刷子を用い滑

動環と刷子との摺動接触抵抗の変化による測定誤差を極

めて僅少にしてある｡力率が98%に低下した場合にも

支障を来さぬ様電機子コイルと交流側口出線との接続及

び口出線と滑動環との接続部に改良を加え叉､磁気回路

の均質を計る為継鉄ほ鋼板熔接構造とした｡

刷子保持器の改頁

Improvement of BrⅦSIltIolder

直流機の整流を良好にするには整流子と刷子との摺動

接触状態を良好に保つ寒が必須の条件であるが､回転中

の接触状態は程々の原因により障害を受けるものである

から整流を改善するには刷子保持器の構造並に特性に負

う処が甚だ多い｡

摺動援触障害圧についてほかねてより研究を進めてい
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たが､伸張発条と圧縮発条とを併用する所謂複式発条型

保持器における刷子の振動特性について理論的解析並に

実験を重ねた結果､使用条件に応じ刷子の接触状態を最

良ならしめる発条の組合条件が明かにされ特に高速度援

用保持器に画期的改良を加えた｡(特許申請中)

第59図ほ1kW4,000r.p.ⅡL分巻電動機において

保持器の性能を比較した結果を示し､新型保持掛こより

得られた無火花整流愕の幅は旧型に較ベ100%負荷

流において約175%に広くなっている事が解る｡

この様に保持器の改良により無火花整流帯が著しく広

くなる事は注目すべき事実である｡
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第59図 新旧刷子保持器の整流特性の此故

Fig.59,Effect of Brush Holder Construction

On SparklessCommutation Zone




